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【補足】2023 年４月以降 当社の調達電力確保の状況について 

 

この度の相対取引とは、あらかじめ定められた価格で電力を一定量調達することができる取

引のことで、利益及び安定供給を確保するものであります。 

一方で相対取引がなされていない場合においては、時間帯や気象状況、発電コストや需給ひ

っ迫度合い等により価格が変動する、日本卸電力取引所（以下、「JEPX」という）から電力を調

達することになります。 

 

JEPX においては 2021 年１月に 252 円/kWh を記録し、2022 年８月にも 200 円/kWh で取引され

る等、小売電気事業者が販売する価格を遥かに上回る取引が発生していることが現状としてあ

り、結果として多くの小売電気事業者が負債を抱え倒産や事業撤退を余儀なくされました。 

【参考】東京電力エナジーパートナー 従量電灯Ｂ・Ｃの３段階料金単価：30.57 円/kWh 

 

 相対取引はそういったリスクを回避し利益や安定供給を確保するものであります。しかしな

がら、現状、各種報道であるとおり日本の電力は原子力・火力発電所の停止や廃止、発電燃料

の高騰・不足等を背景に発電が十分に足りておらず、一定の利益を確保した価格で相対取引を

おこなうのは困難な状況です。 

 この度の相対取引においては、そういった状況下で確保した電力であり、より株主や投資家の

皆様に当社の利益確保・向上への取り組み及び事業安定性を周知いただくため公表したもので

あります。 

 

以上 

 

 

 

 



当社相対取引のイメージ図 

調達価格が固定され安定した利益が確保できる。 

 

       

 

相対取引が無い場合（JEPX 取引）のイメージ図 

時間帯や気象状況、発電コストや需給ひっ迫度合い等により価格が変動するため、安定している

場合は利益が確保できるが、高騰時は販売価格を上回る原価となり、逆ザヤと言われる販売すれ

ばするほどマイナスが拡大する状況に陥る。 

 

      

 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】  

株式会社アースインフィニティ 戦略的ＩＲ室 

Tell:06-4967-2258  Mail：earth-ir@earth-infinity.co.jp 

  

 


